
一 般 質 問第2 回定例会

細川　雅子
〇ふるさと納税の使い方の「見える化」で、まちを
元気に！

山崎　年一
〇子どもの貧困について問います
〇ＴＰＰ協定の今後と協定が本市に及ぼす影響につ
いて問います
〇岩国基地における米軍再編について問います

原田　　博
〇小方公民館の利活用、並びに大竹市シルバー人材
センターの拠点づくり、併せて、地域活動支援セ
ンター大竹さつき作業所・アイビー作業所の施設
展望を問う

田中　実穂
〇大竹手漉き和紙の育成について
〇後期高齢者の高額医療費の還付について

山本　孝三
〇オバマ大統領の広島訪問の意義、核兵器廃絶へ取
り組みについて
〇公共施設の統廃合、耐震化について
〇保育・介護・医療などの一層の充実・支援に向け
た財政運営を要望します

日域　　究
〇１２７億円の大願寺借金。今後も現状のまま、只々
返済を続けますか
〇土砂法の指定が見直されます。市営アパート御園
６号棟も見直しを
〇阿多田の振興策は絶対に必要です。しかし、尾道
市のレモンチヌ補助金がゼロなのに、大竹市は８
千万円しかも１００％補助。明確な理由説明を
〇平成２７年市議会議員選挙における選挙管理委員
会（選管）の責任を問う。

賀屋　幸治
〇大竹市地域防災計画に於ける地震対策について

大井　　渉
〇市民が関心を持っていることに対して、説明責任
は果たしていますか

網谷　芳孝
〇米軍再編問題に関わる岩国基地問題について
〇一般国道２号の越波対策事業（大竹市～廿日市市）
について

西村　一啓
〇大竹市の伝統・文化・歴史等の展示施設
〇高齢化社会における、高齢者への総合的な対策

藤井　　馨
〇「地震や豪雨による大災害」に対し、行政の考え
と対応について伺います

末広　和基
〇変革期のいま、求められ、望まれている最も新し
い職員像
〇行財政改革基本計画においての業務マニュアル化
の手法選定の意味や、矢継ぎ早に導入されている
新しい制度への変更期に必要なマネジメントにつ
いて

す
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ふるさと納税パンフレット表紙

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
納
税

者
が
役
所
に
納
め
る
お
金
の
行
き
先

と
使
い
道
を
自
分
で
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
画
期
的
な
制
度
で
あ
り
、
行

政
の
発
信
力
・
政
策
力
が
試
さ
れ
る

制
度
で
す
。
本
市
は
今
年
３
月
末
か

ら
返
礼
品
を
用
意
し
ま
し
た
が
期
待

す
る
効
果
と
現
状
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

　　
　
財
源
確
保
、
市
の
Ｐ
Ｒ
・
情
報
発
信
、

地
元
事
業
者
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て

寄
付
者
へ
の
市
特
産
品
の
贈
呈
を
開
始

し
ま
し
た
。
寄
付
額
の
増
加
に
く
わ
え
、

本
市
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
魅
力
の

発
信
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
方
は
、

歴
史
や
文
化
に
か
か
わ
る
事
業
に

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
歴
史
・
文

化
は
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
の

心
の
糧
で
す
。
私
た
ち
は
、
豊
か
な

文
化
の
あ
る
ま
ち
で
暮
ら
し
、
子
育

て
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
本

市
が
重
要
課
題
と
し
て
い
る
定
住
促

進
に
欠
か
せ
な
い
要
素
で
す
。

　　
　
寄
付
金
は
、
わ
が
ま
ち
プ
ラ
ン
の
６

つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ
た
使
途
の
指
定
が

で
き
、
地
方
創
生
基
金
に
積
み
立
て
て
活

用
す
る
考
え
で
す
。
テ
ー
マ
を
掲
げ
る
手

法
も
有
効
で
す
が
、
地
方
創
生
に
向
け
施

策
を
模
索
し
て
い
る
現
状
で
は
使
途
を
限

定
で
き
る
段
階
に
な
く
、
本
市
発
展
の
た

め
本
当
に
必
要
な
施
策
に
活
用
で
き
る
よ

う
使
い
道
を
見
極
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
平
成
22
年
の
政
府
答
弁
書
第
３

６
４
号
は
「
厚
木
飛
行
場
か
ら
岩
国

飛
行
場
に
移
駐
さ
れ
る
艦
載
機
訓
練

は
、
厚
木
飛
行
場
及
び
そ
の
周
辺
の

空
域
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と

し
て
い
ま
す
。

　
本
年
６
月
４
日
の
朝
日
新
聞
は

「
米
厚
木
艦
載
機
部
隊
、
新
空
域
で

着
艦
訓
練
検
討
　
岩
国
に
移
駐
」
の

記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。
記
事
は「
厚

木
基
地
の
空
母
艦
載
機
の
訓
練
実
施

に
つ
い
て
、
岩
国
基
地
を
拠
点
と
す

る
空
域
に
移
転
を
検
討
し
て
い
る
」

と
し
て
い
ま
す
。
訓
練
は
、
厚
木
基

地
と
洋
上
の
空
母
を
艦
載
機
が
深
夜

頻
繁
に
往
復
し
着
艦
資
格
取
得
訓
練

（
Ｃ
Ｑ
）
を
３
〜
４
日
間
実
施
し
ま

す
。
こ
の
訓
練
が
、
基
地
周
辺
住
民

に
多
大
な
負
担
を
強
い
て
い
る
こ
と

は
基
地
周
辺
自
治
体
へ
の
調
査
で
も

明
ら
か
で
す
。
訓
練
移
転
に
つ
い
て

市
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

　
　
米
軍
再
編
は
、
国
の
抑
止
力
の
維
持

を
図
り
つ
つ
、
米
軍
基
地
が
集
中
す
る
沖

縄
を
は
じ
め
、
基
地
周
辺
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
在
日
米
軍
や
自
衛
隊
の
配
置

を
見
直
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

日
本
国
民
全
て
が
平
等
に
そ
の
負
担
を
す

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
空
母
艦
載
機
の
着
陸
訓
練
を
行
う
恒
常

的
な
施
設
の
場
所
は
、
鹿
児
島
県
の
馬
毛

島
を
候
補
と
し
て
、
地
元
と
協
議
を
進
め

て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
恒
常
的
な
訓
練
施
設
が
岩

国
基
地
、
も
し
く
は
近
隣
に
つ
く
ら
れ
る

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
説
明
か
ら
は
あ
り

得
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
騒
音
等
の

影
響
が
で
き
る
だ
け
少
な
い
と
こ
ろ
で
実

施
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
本
市
へ
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
方
の

「
見
え
る
化
」で
、ま
ち
を
元
気
に
！

米
軍
再
編
と
騒
音
対
策
を
問
う

問

問

問

答

答

答

細川　雅子

山崎　年一

市の考えを問う
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解体される小方公民館の体育館部分

大竹手すき和紙の里の看板

　
　
小
方
公
民
館
の
位
置
付
け
は
、

先
に
作
成
し
た
社
会
教
育
施
設
等
の

再
編
基
本
方
針
各
論
で
は
、
現
有
の

公
民
館
は
廃
止
す
る
が
、
研
修
室
部

分
は
機
能
変
更
に
向
け
検
討
す
る
と

あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
小
方
公
民
館
の
体
育
館
部

分
が
岩
国
大
竹
道
路
の
事
業
区
域
内

と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
体
育
館
を

解
体
し
、
用
地
の
一
部
を
来
年
３
月

末
ま
で
に
国
へ
引
き
渡
す
予
定
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
小
方
公
民

館
の
利
活
用
、
ま
た
、
大
竹
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
陳
情
書

(

高
齢
者
が
地
域
で
活
躍
で
き
る
場

の
拡
大
に
取
り
組
む
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー)

採
択
へ
の
対
応
、
ま
た
、

そ
の
一
画
に
あ
る
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
Ⅲ
型
大
竹
さ
つ
き
作
業
所
、

そ
し
て
ア
イ
ビ
ー
作
業
所
の
展
望
を

問
い
ま
す
。

　
　
小
方
公
民
館
の
研
修
室
部
分
は
、
引

き
続
き
地
域
の
会
合
や
文
化
活
動
が
可
能

な
場
と
し
て
、
ま
た
災
害
時
に
は
避
難
所

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
就
業
を
支
援
す
る
大
竹
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
は
大
い

に
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
陳
情
に
も
あ
る

よ
う
に
、
現
在
使
用
し
て
い
る
建
物
は
、

会
議
室
や
事
務
室
が
狭
い
な
ど
の
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
小
方
公
民
館
の

研
修
室
部
分
を
、
施
設
の
管
理
も
含
め
て

移
転
先
の
候
補
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
つ
き
作
業
所
の
施
設
整
備
及
び
ア
イ

ビ
ー
作
業
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
大

竹
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
市
が
協
議
す
る

場
を
設
け
、
将
来
的
に
何
が
最
良
で
あ
り
、

実
現
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
高
額
医
療
費
の
伸
び
率
か
ら
見

る
と
、
こ
の
制
度
が
浸
透
し
て
き
た

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
申

請
後
、
還
付
さ
れ
る
ま
で
長
期
間
を
要

し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
手
続
き
、
処
理
は
で
き
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？
　
ま
た
、
申
請
中
に
亡
く

な
っ
た
場
合
の
取
り
扱
い
は
？

　
　
現
在
の
制
度
で
は
、
広
島
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
審
査
決
定
を

行
い
、
還
付
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、

処
理
を
早
め
る
こ
と
が
難
し
い
状
況

で
す
。

　
被
保
険
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
、

民
法
上
の
債
権
と
な
る
た
め
、
送
付
さ

れ
た
申
請
書
等
を
法
定
相
続
人
代
表
者

が
市
の
窓
口
に
届
け
出
る
こ
と
で
、
相

続
人
に
対
し
還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
　

　
　
大
竹
の
伝
統
文
化
と
し
て
引
き

継
が
れ
て
き
た
手
漉
き
和
紙
。
担
い

手
の
高
齢
化
や
資
金
不
足
な
ど
に
よ

り
、
保
存
、
継
承
が
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
広
島
県
唯
一
の
手
漉
き
和

紙
の
伝
統
文
化
を
、
細
々
と
保
存
継

承
す
る
の
で
は
な
く
、
伝
統
工
芸
、

産
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
　
産
業
化
に
は
、
コ
ス
ト
や
生
産
性
な

ど
、
難
し
い
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
教
育
長
）

　
今
後
も
大
竹
の
手
漉
き
和
紙
サ
ポ―

タ
ー
ズ
な
ど
、
関
心
を
お
持
ち
の
方
々
と

行
政
が
協
働
し
、
普
及
・
継
承
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

後
期
高
齢
者
の

　
　高
額
医
療
費
の
還
付
に
つ
い
て

問

問

答

答

答

原田　博

田中　実穂

小
方
公
民
館
を
巡
る

　
　
　諸
課
題
へ
の
展
望
を
問
う

大
竹
手
漉
き
和
紙
の

　
　
　
　
　
　育
成
支
援
に
つ
い
て

す

す
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選挙管理員会が
北林候補の票と決定した 3票

　
　「
核
な
き
世
界
」
を
目
指
す
と

宣
言
さ
れ
た
プ
ラ
ハ
で
の
訴
え
は
、

大
き
く
国
際
議
論
を
高
め
ま
し
た
。

大
竹
市
が
加
盟
す
る
平
和
国
際
首
長

会
議
で
は
、
核
廃
止
条
約
の
締
結
を

求
め
る
運
動
が
力
強
く
前
進
し
て
い

ま
す
。
市
長
の
核
廃
絶
へ
の
取
り
組

み
、
米
大
統
領
広
島
訪
問
の
意
義
に

つ
い
て
の
所
信
を
問
い
ま
す
。

　
　
現
職
の
米
大
統
領
が
被
爆
地
広
島

を
訪
れ
、
世
界
へ
向
け
核
兵
器
廃
絶
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
こ
と
は
大
変
意

義
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
特
に
被
爆

者
や
広
島
県
人
の
「
過
去
を
全
て
受
け

入
れ
、
未
来
を
希
望
す
る
」
と
い
う
言

葉
に
、
人
と
し
て
の
心
の
広
さ
、
気
高

さ
を
感
じ
感
動
し
ま
し
た
。
今
回
の
訪

問
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
気
持
ち
も

新
た
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　
熊
本
地
震
で
は
、「
大
き
な
地

震
は
無
い
」
と
企
業
誘
致
等
の
セ
ー

ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ
、
学
校
な
ど

災
害
時
の
避
難
所
が
基
準
の
10
％
強

度
を
下
げ
建
築
さ
れ
た
た
め
、
今
回
、

使
用
で
き
な
い
事
態
が
発
生
し
た
と

言
わ
れ
ま
す
。
市
は
ど
の
よ
う
に
基

準
を
定
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　　
　
建
築
基
準
法
施
行
令
に
よ
る
広
島

県
の
地
域
別
地
震
係
数
に
基
づ
き
構
造

計
算
し
た
上
で
、「
官
庁
施
設
の
総
合
耐

震
計
画
基
準
」
に
準
拠
し
、
1.25
倍
又
は

1.5
倍
す
る
な
ど
、
施
設
の
重
要
性
に
応

じ
て
地
震
動
に
対
す
る
構
造
強
度
を
高

め
て
い
ま
す
。

　
　
市
議
選
で
開
票
と
当
選
人
決
定

は
選
挙
会
の
仕
事
で
す
。
異
議
申
出

を
受
け
た
選
管
は
選
挙
会
の
決
定
を

覆
し
ま
し
た
。
選
管
の
指
揮
下
に
あ

る
選
挙
会
の
決
定
を
選
管
が
覆
し
た

こ
と
で
選
管
の
監
督
責
任
は
。

　
ま
た
、
こ
の
一
般
質
問
に
委
員
長

の
出
席
を
求
め
た
が
欠
席
で
す
。
選

挙
は
民
主
主
義
の
根
幹
で
あ
り
、
委

員
長
は
出
席
し
て
堂
々
と
答
弁
す
べ

き
で
あ
る
が
な
ぜ
か
。

　
　（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

　
選
挙
長
と
立
会
人
か
ら
成
る
選
挙
会
は
、

選
管
と
は
独
立
し
た
権
限
で
判
断
し
ま
す
。

市
議
選
で
は
、
選
管
委
員
の
中
か
ら
選
挙

長
を
選
任
し
ま
し
た
。
選
管
は
合
議
制
の

機
関
で
あ
り
、
多
数
決
で
決
定
す
る
た
め
、

選
挙
会
の
決
定
と
結
果
が
異
な
る
こ
と
も

あ
り
得
ま
す
。
委
員
長
の
出
席
要
望
に
沿

え
な
い
こ
と
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、

事
務
局
長
が
代
わ
り
に
出
席
す
る
こ
と
を

予
め
通
告
し
て
い
ま
す
。

　
　
レ
ジ
袋
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

加
入
料
ま
で
漁
協
経
費
の
100
％
補
助

で
す
。
し
か
し
農
畜
水
産
業
関
係

事
業
補
助
金
交
付
要
綱
で
は
定
額

補
助
。
ま
た
平
成
25
年
時
点
で
既

に
防
衛
省
に
は
４
年
間
８
千
万
補

助
と
の
文
書
が
出
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
議
会
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
大
竹
市
の
漁
業
の
発
展
と
維
持
を

目
指
し
、
養
殖
技
術
開
発
支
援
と
し
て
、

阿
多
田
島
漁
協
に
補
助
金
を
出
し
て
い

ま
す
。
あ
た
た
ハ
マ
チ
ｔｏ
（
と
）
レ
モ

ン
は
、
多
く
の
方
か
ら
、
お
い
し
い
と

高
い
評
価
を
受
け
、
期
待
も
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
統
廃
合
、

　
　
　
　
　
　耐
震
化
に
つ
い
て

ハ
マ
チ
to
レ
モ
ン
に

　
　
　
　
　
　期
待
す
る
も
の
は

オ
バ
マ
大
統
領
広
島
訪
問
の
意
義
、

　核
兵
器
廃
絶
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問

問

問

問

答

答

答

答

山本　孝三

日域　究

市
議
選
に
お
け
る
選
管
の
責
任
は

市の考えを問う
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熊本県益城町（平成28年5月15日）

　
　
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
熊

本
地
震
の
被
害
状
況
を
踏
ま
え
、

今
後
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
や
岩
国
断
層
帯
な
ど
が
引

き
起
こ
す
大
規
模
な
地
震
被
害
想

定
に
対
し
、
大
竹
市
の
地
震
対
策

の
現
状
と
課
題
を
ど
の
様
に
総
括

し
、
今
後
の
防
災
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
を
伺
う
。

　
特
に
人
的
被
害
の
軽
減
策
と
し

て
現
在
、
家
屋
倒
壊
防
止
の
た
め

に
住
宅
の
耐
震
改
修
助
成
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
十
分
と
は
言

え
な
い
。
一
部
屋
だ
け
で
も
倒
壊

か
ら
身
を
守
れ
る
「
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
」
の
設
置
補
助
事
業
や
地
震

後
に
多
く
発
生
す
る
通
電
火
災
を

防
止
す
る
た
め
の
「
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
」
の
設
置
補
助
事
業
な
ど
新

た
な
震
災
対
策
事
業
に
取
り
組
ん

で
も
ら
え
な
い
か
を
伺
う
。

　
　
市
民
の
皆
様
が
地
震
に
よ
る
被
害
想

定
を
知
る
こ
と
で
防
災
意
識
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
広
報
紙
や
出
前
講
座
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
に
よ
っ
て
啓
発
し

て
き
ま
し
た
。
防
災
意
識
の
向
上
が
、
防

災
・
減
災
の
基
本
と
考
え
て
い
ま
す
。
家

庭
で
家
具
の
転
倒
防
止
対
策
や
食
料
・
水

の
備
蓄
な
ど
備
え
を
す
る
こ
と
で
、
命
や

財
産
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
意
識
と
行
動
を
テ
ー
マ
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
住
宅
耐
震
改
修
補
助
事
業
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
、
更
新
・
見
直
し
予
定
の

耐
震
改
修
計
画
で
、
建
築
物
所
有
者
の

意
識
啓
発
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
に

つ
い
て
も
、
各
種
訓
練
や
広
報
紙
等
で
、

普
及
・
啓
発
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
公
民
館
な
ど
の
教
育
施
設
の
再

編
計
画
、
５
年
検
討
の
玖
波
公
民
館
・

栄
公
民
館
、
廃
止
さ
れ
る
小
方
公
民

館
の
再
利
用
計
画
や
そ
れ
に
伴
う
雨

水
排
水
な
ど
、
ま
た
岩
国
大
竹
道
路

建
設
で
市
道
付
け
替
え
計
画
で
ど
の

よ
う
な
市
道
に
な
る
の
か
。
平
成
27

年
８
月
投
開
票
の
市
議
選
の
裁
判
は

な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
、
障
が
い
者
差

別
解
消
法
の
施
行
に
伴
う
商
店
な
ど

に
対
す
る
周
知
と
、
市
役
所
の
相
談

窓
口
や
施
設
整
備
改
修
計
画
な
ど
地

域
で
の
問
題
点
や
課
題
を
市
民
に
丁

寧
に
説
明
す
る
責
任
が
果
た
さ
れ
て

い
ま
す
か
。
熊
の
目
撃
情
報
を
防
災

行
政
無
線
で
放
送
し
ま
し
た
が
、
一

部
の
地
域
に
放
送
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
危
機
管
理
の
徹
底
を
図
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
小
方
公
民
館
の
土
地
売
却
、
施
設

の
補
償
費
約
３
億
円
な
ど
は
教
育
財

産
で
す
。
教
育
や
施
設
補
修
に
使
う

べ
き
で
、
地
方
創
生
基
金
に
積
み
立

て
る
の
は
目
的
外
で
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
も
市
民
に
分

か
り
や
す
く
説
明
す
る
責
任
が
あ

り
ま
す
。

　
　
議
会
は
地
方
公
共
団
体
の
議
決
機
関

で
あ
り
、
市
民
か
ら
信
任
を
受
け
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
市
民
へ
の
説
明

に
は
、
議
員
の
お
力
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
大

き
な
事
業
や
多
く
の
市
民
に
関
わ
る
制
度

の
新
設
等
は
、
こ
れ
ま
で
も
説
明
や
意
見

を
伺
う
機
会
を
設
け
、
議
会
と
一
緒
に
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
検
討
過
程
に
あ
り
、
細
か
な
情
報
や
時

間
軸
を
明
言
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
全
て
の
ま
ち
づ
く
り
は
議
会
の
ご
理

解
の
下
、
執
行
部
と
両
輪
で
進
め
る
こ
と

が
大
前
提
で
す
。
今
後
も
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
、
適
切
に
説
明
し
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
も
市
広
報
な
ど

で
取
組
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

共
に
本
市
の
将
来
を
考
え
、
取
り
組
み
た

い
と
い
う
思
い
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

問

市
民
の
関
心
事
に
対
す
る

　説
明
責
任
に
つ
い
て
問
い
ま
す

問

答

答

賀屋　幸治

大井　渉

大
竹
市
地
域
防
災
計
画
に
於
け
る

　
　
　
　
　地
震
対
策
に
つ
い
て

一 般 質 問第2 回定例会
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岩国基地

　
　
近
年
の
大
型
化
し
た
台
風
は
、

今
あ
る
堤
防
で
は
到
底
防
ぎ
切
れ
ず
、

そ
の
都
度
通
行
止
め
が
繰
り
返
さ
れ
、

玖
波
地
区
の
道
路
も
大
混
雑
が
発
生

し
ま
す
。

　
早
急
に
堤
防
の
改
良
工
事
が
必
要

か
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　　
　
越
波
対
策
の
事
業
推
進
に
つ
い
て
、

玖
波
地
区
・
大
野
地
区
の
住
民
代
表
の

方
と
共
に
、
昨
年
国
へ
要
望
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
台
風
や
高
潮
・
津
波
対
策
の

た
め
の
国
道
２
号
の
整
備
の
推
進
と
あ

わ
せ
て
、
バ
イ
パ
ス
的
な
道
路
の
整
備

も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
国
に
対
し
て

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
来
年（
平
成
29
年
）に
迫
り
来
る
、

神
奈
川
県
厚
木
基
地
よ
り
山
口
県
岩

国
基
地
へ
の
艦
載
機
59
機
の
移
駐
の

予
定
に
関
し
、
岩
国
基
地
の
大
変
近

い
位
置
に
あ
る
本
市
の
今
後
の
騒
音

被
害
は
も
と
よ
り
安
心
で
安
全
な
住

環
境
を
い
か
に
守
る
か
、
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　　
　
国
に
対
し
て
、
機
会
あ
る
ご
と
に
本

市
の
状
況
を
伝
え
、
特
段
の
配
慮
を
い
た

だ
く
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
騒
音
対
策
等

の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
施
策
は
も
と
よ

り
，
本
市
の
負
担
や
協
力
に
見
合
っ
た
継

続
的
な
支
援
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
本
市
で
は
、
伝
統
・
文
化
・
歴

史
等
の
資
料
は
図
書
館
等
に
保
管
、

展
示
し
て
い
ま
す
。
将
来
定
住
す
る

子
ど
も
達
が
自
慢
で
き
る
こ
と
の

一
つ
と
な
る
と
考
え
れ
ば
、
ふ
る

さ
と
の
伝
統
等
を
子
ど
も
達
に
残

す
こ
と
は
、
我
々
大
人
の
責
務
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
今
後
の

展
示
施
設
設
置
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　
　
現
在
、
社
会
教
育
施
設
等
の
再
編

や
小
方
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
進
め

て
い
ま
す
。
郷
土
史
料
の
保
存
、
展

示
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
総
合
的
か
つ
長
期
的
な
視

野
に
立
っ
て
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
市
の
高
齢
化
率
は
４
月
１
日
現

在
32
．99
％
で
す
。
地
域
の
元
気
な

高
齢
者
の
方
に
行
政
と
一
体
化
し

て
お
手
伝
い
等
お
願
い
す
れ
ば
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
作
り
に
も
繋

が
る
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者
が
安

心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
総
合
的
な
対
策
を
お

尋
ね
し
ま
す
。

　
　
地
域
の
中
で
、
高
齢
者
が
元
気
な
状

態
を
保
ち
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
主
軸
に
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
自
宅
か
ら
徒
歩

圏
内
の
各
地
域
で
体
操
等
を
行
い
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
、
社
会
参
加
し

な
が
ら
介
護
予
防
を
し
て
い
く
視
点
が
大

切
で
す
。
現
在
、
各
地
域
で
「
い
き
い
き

百
歳
体
操
」
を
週
１
回
行
う
こ
と
を
勧
め

て
い
ま
す
。

国
道
２
号
線
の
大
竹
・
廿
日
市
間

　
　
の
越
波
対
策
事
業
に
つ
い
て

大
竹
市
の
伝
統
・
文
化
・
歴
史
等

　
　
の
展
示
施
設
に
つ
い
て
伺
う

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
、
高
齢
者
へ
の

　
　
　
　
　
総
合
対
策
に
つ
い
て
伺
う

米
軍
再
編
問
題
に
関
わ
る

　
　
　
岩
国
基
地
問
題
に
つ
い
て

問

問

問

問

答

答

答

答

網谷　芳孝

西村　一啓

市の考えを問う
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コミュニティサロン元町

大竹市役所 2階

　
　
今
回
は
「
熊
本
地
震
」
ク
ラ
ス

の
地
震
が
大
竹
市
を
襲
っ
た
と
想

定
し
、
大
竹
市
は
、
ど
の
よ
う
な

お
考
え
で
対
応
し
、
ど
の
よ
う
な

救
援
準
備
が
で
き
て
い
ま
す
か
。

市
民
の
皆
様
の
目
線
で
質
問
致
し

ま
す
。

１
　
本
庁
舎
は
震
度
７
に
耐
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
か
。「
災
害
対
策

本
部
」
を
立
ち
上
げ
る
の
に
、
時

間
は
ど
れ
位
要
し
ま
す
か
。

２
　
避
難
場
所
で
の
飲
料
水
や
食

料
や
防
寒
対
策
、
そ
し
て
衛
生
面

の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。

３
　
医
療
や
救
急
体
制
「
西
医
療

セ
ン
タ
ー
」
と
の
取
り
決
め
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

介
護
や
障
害
者
施
設
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
の
救
済
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　
１
　
万
が
一
の
場
合
、
本
庁
舎
被

災
時
の
代
替
施
設
は
消
防
庁
舎
を
指
定

し
て
い
ま
す
。
台
風
な
ど
予
測
可
能
な

場
合
は
、
概
ね
１
時
間
以
内
で
本
部
を

設
置
で
き
ま
す
が
、
大
規
模
地
震
で
は

時
間
が
か
か
る
と
想
定
し
ま
す
。

２
　
15
か
所
の
避
難
場
所
に
、
飲
料
水

や
非
常
食
、
毛
布
や
防
寒
シ
ー
ト
な
ど

を
備
え
て
お
り
、
そ
の
他
の
避
難
場
所

に
は
必
要
に
応
じ
て
職
員
が
運
搬
し
ま

す
。
健
康
管
理
は
保
健
師
が
行
い
ま
す
が
、

対
応
が
困
難
な
場
合
は
、「
広
島
県
災
害

時
公
衆
衛
生
チ
ー
ム
」
の
派
遣
を
要
請

し
ま
す
。

３
　
大
竹
市
医
師
会
と
救
護
活
動
の
協

定
を
締
結
し
、
広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー

と
は
、
救
急
搬
送
が
行
え
る
よ
う
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。
介
護
や
障
害
者
施

設
は
消
防
計
画
を
作
成
し
、
定
期
的
に

避
難
・
誘
導
訓
練
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
４
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
人
事
評

価
制
度
に
お
い
て
、
旧
来
の
勤
務
評

定
制
度
に
お
け
る
評
価
項
目
・
評
価

基
準
は
ど
う
変
質
し
て
い
ま
す
か
。
そ

の
具
体
的
内
容
に
意
図
さ
れ
、
望
ま
れ

て
い
る
最
も
新
し
い
職
員
像
の
ポ
イ
ン

ト
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
職
員
は
い

か
に
変
化
・
成
長
す
べ
き
な
の
で
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
育
成
側
の
姿

勢
に
つ
い
て
も
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
新
制
度
で
は
自
ら
決
定
し
た
目
標
を

も
と
に
業
績
評
価
を
行
い
、
職
位
に
よ

り
評
価
す
る
項
目
の
視
点
を
変
え
、
評

価
結
果
を
面
談
に
よ
り
職
員
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
な
ど
、
面
談
を
通
じ
て

求
め
ら
れ
る
職
員
像
に
近
づ
け
る
よ
う

指
導
・
助
言
し
て
い
き
ま
す
。
広
い
視
野

で
自
ら
考
え
仕
事
を
し
て
い
く
職
員
が
、

求
め
ら
れ
る
職
員
像
と
思
い
ま
す
。

　
　

　
　
市
長
は
こ
の
変
革
期
を
「
ガ
バ

メ
ン
ト
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
」

の
一
言
で
言
い
当
て
て
お
ら
れ
ま

す
。
そ
の
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の

意
味
を
説
明
す
る
事
で
、
行
政
組

織
の
目
標
や
目
的
を
表
現
い
た
だ

け
ま
せ
ん
か
？
　

　
　
市
民
の
皆
様
の
幸
せ
の
た
め
、
金

銭
的
な
効
率
だ
け
で
な
く
、
本
当
の
効

果
が
現
れ
る
に
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必

要
だ
と
の
思
い
で
す
。
全
て
の
職
員
が

共
通
の
目
標
・
目
的
に
向
か
っ
て
、
働

き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。　
　

問

地
方
自
治
変
革
期
に
望
ま
れ
る
、
最
も

　新
し
い
職
員
像
に
つ
い
て
伺
い
ま
す

新
制
度
導
入
時
の
行
政
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
い
か
に
あ
る
べ
き
で
す
か
？

問

問

答

答

答

藤井　馨

末広　和基

「
地
震
や
豪
雨
に
よ
る
大
災
害
」
に
対
し
、

　
　
　行
政
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
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